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Ⅰ 調査の設計 

 
◆調査の目的 
 民主党連立政権が誕生してから 1年半、自前では初の 2011年度予算案を編成したものの

税収を上回る新規国債発行、子ども手当、高速道路の料金見直しなどをめぐり混乱が続い

ている。民主党内からも強制起訴された小沢元代表の処分やマニフェスト見直しに異論、

離反が相次いでいる。さらに政治献金問題で前原外相が辞任するなど政局は混迷の度を極

めている。 
 こうした政治状況を県民はどうみているのか、09年の政権交代から、昨年の参院選を挟

んだ 1年半の変化を探った。 
 
 なおこの調査期間の終盤に東日本大震災が起こった。サンプルは 8 割以上を震災以前に

回収した。 
 
 

 
◆調査の設計 
 

▽調査方法 当協会の登録モニターに事前に調査票を郵送し、回答は郵送、ファクス、

電話聞き取り、インターネットを併用して回収。 
 

【モニター～継続的な調査対象者】 
１９９５年６月の参院選直前、県下の満２０歳以上の１０００人を対象に、政治意識調査を実施。そ

の際、追跡調査に協力できるという人たち６７８人を対象に、選挙直後の同年７月に「参院選の投票行

動」調査を行った。 
これを「第 1回モニター調査」と位置付け、１９９６年２月に男女別、年代別、選挙区別などの比率

が“県下の有権者の縮図”となるよう対象者を選定して第２回調査を行い、それ以降は半年間隔で年２

回ずつ定期的に続行している。この間、モニターは若干の補正を重ね、今回調査時の登録数は５３０人。 
 
 
▽調査時期  ２０１１年３月４日調査票発送～３月１４日回収締め切り 
▽有効回収数（率） ５１５人（回収率９７．２％＝男性２５４人 女性２６１人） 
▽回収内訳  郵送  ２７０（５２．４％）  
   ファクス １３４（２６．０％） 
   インターネット  ６８（１３．２％） 
   電話聞き取り  ４３（ ８．３％） 
 

 

 

＜注＞報告書のパーセント数字は小数点第２位を四捨五入。合計が 100にならない場合がある。 

   本文中の数字は原則小数点以下第１位を四捨五入して表記した。 
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Ⅱ 結果の概要 

今回のポイント 

◆政治不信高まる 

「国会、政治家、政党全てが国民の思いと乖離（かいり）している。正しい情報が本当

に国民にもたらされているのか」「政治家は自分のこと（地位・お金・肩書き）ばかり考え

ていて、日本を良くしようと本当に思って仕事をしているのか分からない」「今の政治家に

は、全く期待が持てない。どこを向いて政治をしているのか？ 今の国会議員には全員辞

めてもらいたい」…。自由回答で多くの指摘があったように、今回のモニター調査は政治

不信の高まりを映した結果となった。 
今の政治に「不満」が全体で 95％、菅内閣不支持も 76％と半年前に比べ２倍以上に上る。

09年の歴史的な政権交代に、現在では「良くない」と判断している人が全体で 74％に達し

た。総選挙直後の調査で「良い」の 85％から、まったく逆の数字になった。にもかかわら

ず自民党の政権復帰は 76％が期待していない。政権担当能力があるはずの２大政党の支持

率は民主党 16.3％、自民党 16.5％と低迷のまま拮抗状態だ。「支持する政党はない」が

48.5％と半数に迫り、2001年以降のモニター調査では２番目の高水準に達した。 
日本の将来不安に「政治の不安定・不信」を挙げる人も、この 10年間のモニター調査で

は２番目の 47％になっている。 
なお調査期間の終盤に東日本大震災が起こった。回答の８割以上が大震災前に寄せられ

たので、この危機的な日本の状況の反映は一部にとどまる。 

 

 今の政治状況 （問 1～４） 
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する」が３割を超えているのは年代別で 20 代のみ、職業別ではゼロだ。自民党支持者は

77％が期待感を抱いているが、連立政権を組んでいた公明党支持者は３人に２人は期待し

ていない。 
 現政権を支持せず、自民党の政権復帰にも期待しないという出口が見えない結果となっ

た。 
 

◆政治・政党の再編への期待感、相半ば 

 半年前の調査では政界再編に「期待しない」が「期待する」をやや上回ったが、今回は

ほとんど同列だった。男性は「期待する」が、女性は「期待しない」が優勢。職業で役員・

管理職・自由業が７割期待しており、他に比べ高い。選挙区別で見て期待感が高い４区と

低い５区では、27ポイントも差がある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆解散・総選挙の時期、判断割れる 

 衆議院の解散・総選挙の時期について「できるだけ早

く」35％、「１年以内」29％、「任期満了時」32％と三分

された形になった。「できるだけ早く」が半数を超えるの

は職業別で役員・管理職・自由業と自民党と共産党、み

んなの党支持者（国民新党はサンプルが少ないので除く）。

しかし自民党支持者は「1 年以内」と答えた人が３割以

上おり、大多数が「できるだけ早い解散・総選挙」を望

んでいるわけではなさそうだ。 
 民主党支持者でも任期満了時総選挙を望んでいるのは

55％で、４人に 1人は「1年以内」と答えている。 
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◆政党支持、民主の低落止まらず 16％に 

 09 年９月調査で 34％あった民主党支持率が半減の 16.3％に落ち込み、横ばいの自民党

とほぼ同列になった。民主党は政権発足時の 47％から 1 年半で 30 ポイント落としたこと

になる。 
 自民党支持は微増の 16.5％だが 20代、40代は 10％を割った。選挙区別では４区と５区

で民主党より優位に立つ（1区は同列）。 
 みんなの党は３位を維持、20代では民主党と並び 1位だが、全体ではやや減少した。 
「支持する政党はない」が 20 ポイント上昇の 49％と断然トップで年代、職業、地域な

ど各属性から見ても共通だ。特に 20～50代までは 50％を超えている。 
主な情報入手先との関係では、新聞よりテレビ・インターネットから情報を得ている方

が「支持する政党がない」の割合が高いことがわかった。 
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